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依頼場面における許可求め表現の使用の動態
辻　岡　咲　子
1　問題のありか
現代日本語の依頼表現において、近年よく耳にするようになった表現として「（し
て）もらって（も）いいですか」のような許可求め表現が注目されている。許可求
め表現を用いた依頼表現は、授受動詞「もらう」「いただく」に「（して）もいい（で
すか）」という許可求め表現が後接した表現で、実際に依頼を遂行するのは相手で
あるため、依頼表現として機能している。蒲谷（2013）では、許可求め型の依頼表
現に関して、行動展開表現における丁寧さの原理に則ってその構造を解説している。
丁寧さの原理とは、「行動」するのは自分で、行動の「決定権」は相手にあり、そ
の行動から「利益・恩恵」を受けるのは自分であるということを示す文構造を持つ
言語行為が、原理的に最も丁寧な表現になるというものである。よって、指示・命
令表現と依頼表現は、以下の蒲谷（2013）で上げている①②のように丁寧さの原理
に基づいて、最も丁寧とされる許可求め表現に言い換えることが可能である。
　　①「シテクダサイ」（指示）→「許可求め型表現」
　　　例　（事務所の人が書類を渡して）
　　　　　　「ここに署名してください。」→「ここに署名してもらってもいいですか。」
　　②「シテモラエマスカ」（依頼）→「許可求め型表現」
　　　例　　「教えてもらえますか」→「教えてもらってもいいですか。」
許可求め表現を用いた依頼表現が使用されるようになった要因として、配慮が必
要な相手に対する依頼の場面では、丁寧な表現を使用する意識が高まることから、
丁寧さの原理で最も丁寧とされる許可求め表現が依頼の場面でも用いられるように
なったのだと考えられる。
しかし、本来ならば、指示や依頼の表現を使用する場面で、自分の行動に対して
相手の許可を求める表現を使用していることから、この表現は、高年層からは「回
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りくどい」などと否定的な印象を受けやすいとされている。
「～してもらってもいいですか」は、依頼するのではなく、許可を求める表現で、
イエス・ノーを言う権限のある人にそのどちらかを尋ねる表現です。相手に許
可を求める場面ではなく、お願いをする依頼の場面では、「～してください」「～
してくださいますか」「～していただけませんか」「～お願いします」などと言
うのが適当です。
 （砂川 2005、下線は筆者による）
また、許可求め表現が高年層では否定的に捉えられているという点から、敬語の
マニュアル本では、ビジネスにおける依頼場面での許可求め表現に関して、その使
用を抑制するような記述と依頼の場面での使用を推奨する表現が荒木（2008）のよ
うに解説されている。
もってまわった変な言い方に聞こえます。前出の言い方、最近、テレビでも、
接客販売の仕事などでもよく耳にする。人にものを頼むときの言い方ですが、
変に丁寧で、遠慮しすぎる感じがします。なるべく直接的表現を避けて、遠回
しに言うことで、人間関係を円滑にしようとしているのでしょう。「～しても
らってもいいですか」は、自分が恩恵を受けることに許可を求める表現です。
相手の行為を頼む表現ではないのです。
お得意先のお客様に「B 様のお名前、ここに書いてもらっていいですか」
後輩の社員に「この資料、至急送ってもらっていい？」→「～いただけますか」
 （荒木 2008、下線は筆者による） 
このように、依頼場面において、許可求め表現が否定的に捉えられる理由の一つ
として、砂川（2006）では、依頼・指示・命令の表現は、聞き手を動かして何かを
させることであるが、許可求めの表現はイエス・ノー疑問文であり、聞き手に動く
意志があるのかないのかの答えをさせることであるため、おかしく感じるのだと述
べている。
よって、依頼場面における許可求め表現は、若年層には受け入れられているよう
だが、否定的に捉えている高年層とでは、その使用に世代差が見られると考える。
本稿では、依頼場面における許可求め表現の使用実態を調査するため、若年層と高
年層の比較を行う。
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2　先行研究
調査概要及び、調査結果に入る前に、これまで研究されてきた依頼表現に関する
先行研究及び、日本語記述文法研究会（2003）がまとめた記述文法書にあげられて
いる依頼表現を見ていくが、それらの中で依頼表現として扱われている形式をまと
め、本研究の必要性を述べたい。ここでは、先行研究の中で依頼表現として扱って
いる表現をまとめる際の基準として、辻岡（2018）の分類基準を採用する。この
分類は、筆者が現代の日韓における行為要求表現を対照した際に使用した分類で、
2013 年 5 月に若年層を対象に行った依頼表現に関する自由記述式アンケート調査
であがった表現を、岡本（1988）、宮地（1995）、山田（2004）、山岡（2008）、を参
考に作成したものである。表 1 では、分析の対象とする行為要求表現の待遇形式の
組み合わせを、（Ⅰ）非敬語形・普通体、（Ⅱ）非敬語形・丁寧体、（Ⅲ）敬語形・
丁寧体に大別し、各表現の分類は「しろ、して、してくれ」のような命令形、「し
てくれる？してもらえる？」のような肯定疑問類、「してくれない？してもらえな
い？」のような否定疑問類、「してもらってもいい？」のようなモラウ系許可求め
類の 4 つに分類している。
表 1　現代日本語の行為要求表現の分類　（辻岡（2018）より一部抜粋）
待遇形式の
組み合わせ 行為要求表現 類別
（Ⅰ）
非敬語形・
普通体
しろ 活用形類（命令形）
して 活用形類（テ形）
してくれ クレル系命令類（クレ形）
してくれる？ クレル系肯定疑問類
してくれない？ クレル系否定疑問類
してもらえる？ モラウ系肯定疑問類
してもらえない？ モラウ系否定疑問類
してもらって（も）いい？ モラウ系許可求め類
（Ⅱ）
非敬語形・
丁寧体
してくれますか クレル系肯定疑問類
してくれませんか クレル系否定疑問類
してもらえますか モラウ系肯定疑問類
してもらえませんか モラウ系否定疑問類
してもらって（も）いいですか モラウ系許可求め類
（Ⅲ）
敬語形・
丁寧体
してください クレル系命令類（クダサイ形）
してくださいますか クレル系肯定疑問類
してくださいませんか クレル系否定疑問類
していただけますか モラウ系肯定疑問類
していただけませんか モラウ系否定疑問類
していただいて（も）いいですか モラウ系許可求め類
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表 1 の分類に則り、依頼表現に関する先行研究で研究対象として挙げられている
依頼表現をまとめると以下、表 2 のようになる。
表 2　依頼表現に関する先行研究で扱われる依頼の形式
類別 待遇形式の組み合わせ
井出他
（（986）
岡本
（（988）
荻野
（（990）
宮地
（（995）
金
（（000）
記述文法
（（00（）
山田
（（00（）
相原
（（008）
活用形類
（命令形） Ⅰ ○ － ○ － － － － －
活用形類
（テ形） Ⅰ － ○ ○ － － ○ ○ ○
活用形類
（クレ形） Ⅰ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
活用形類
（クダサイ形） Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クレル系
肯定疑問類
Ⅰ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
Ⅱ － － ○ ○ － ○ ○ －
Ⅲ － ○ ○ － － ○ ○ －
クレル系
否定疑問類
Ⅰ － － ○ － ○ ○ ○ ○
Ⅱ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ －
Ⅲ ○ － ○ － － ○ ○ －
モラウ系
肯定疑問類
Ⅰ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○
Ⅱ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ －
Ⅲ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○
モラウ系
否定疑問類
Ⅰ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○
Ⅱ － － ○ ○ － ○ ○ ○
Ⅲ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
モラウ系
許可求め類
Ⅰ － － － － － － ○ ○
Ⅱ － － － － － － ○ ○
Ⅲ － － － － － － ○ －
岡本（1988）、宮地（1995）では慣習的な依頼の形式をあげ、山田（2004）では
授受動詞を用いた依頼の形式をまとめている。また、自由記述式のアンケート調査
を行い、一般的に使用される依頼の形式を調査したうえで、外国語との比較を行っ
た井出他（1986）や荻野（1990）、金（2000）、相原（2008） など、依頼表現に関し
て研究されたものは多く存在する。
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表 2 によると、2000 年代以降に許可求め表現が研究対象として出始める。また、
許可求め表現が、「問題な日本語」（砂川（2005））、あるいは「気になる日本語」（文
化庁（2007）『敬語の指針』）として、取り上げられるのも 2000 年代以降である。
つまり、1990 年代では頻繁に使用される表現ではなかったということと、2000 年
代以降、研究対象として取り上げられるようになるほど使用者が増加したというこ
とが読み取れる。
　表 2 にまとめた先行研究は、許可求め表現の使用実態に関して詳細に調査された
ものではないため、許可求め表現が他の依頼表現と比較すると、どのような位置づ
けになるものであるかは、明確には記述されていない。そこで、次に、許可求め表
現の使用実態に焦点を当てた研究を概観する。文化庁（2008）は「気になる言い方」
のアンケート調査で、2 つの依頼場面における許可求め表現の使用実態に関して調
査を行っている。
項目：「（上司が部下に書類の郵送を頼むときに）この書類を郵送してもらって
もいい（↑）」
　　　「（友達に対して）その本を貸してもらっていい（↑）」
選択肢：気になる、気にならない、どちらとも言えない、わからない
アンケートの結果は、地域ブロック別、性別、性・年齢別に集計しているが、ま
ず、地域ブロック別の結果を見ていく。以下、図 1 は「（上司が部下に書類の郵送
を頼むときに）この書類を郵送してもらってもいい（↑）」（以下、上司→部下）と
いう依頼に対して「気にならない」と回答した割合と「（友達に対して）その本を
貸してもらっていい（↑）」（以下、友達）という依頼に対して「気にならない」と
回答した割合を示している。図 1 を見ると、回答者数が他地域より少なかった四国
地方を除く 1）と、目立った差は見られないため、許可求め表現の使用に地域差が
あるとは考えにくい。
463
（74）
図 1　地域ブロック別集計結果　（文化庁（2008）をもとに作成）
性別の結果に関しても同様に大差は見られなかったため、次は、特に差が見ら
れた性・年齢別の集計結果である図 2 を見ていく。実線で示したものは、男性のデー
タで、点線は女性のデータを示している。図 2 を見てみると項目①「この書類を郵
送してもらってもいい（↑）」という許可求め表現の使用よりも「その本を貸して
もらっていい（↑）」という許可求め表現の使用の方が「気にならない」という割
合が高い。2 つの場面に共通しているのは、年代が上がるにつれて許容度が下降し
ていく点である。ここから、許可求め表現は友人同士のような内輪で使用されやす
く、主に若年層で許容度が高いということと、ビジネスの場面では許容されにくい
ということがわかる。
図 2　「気になる言い方」許可求め表現による依頼　（文化庁（2008）をもとに作成）
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他の研究としては、尾崎（2015）では、依頼場面における許可求め表現に関して
以下 3 点を述べている。まず、1 つ目に、愛知県岡崎市での多人数経年調査（第 1
次調査：1953 年、第 2 次調査：1972 年、第 3 次調査：2008 年）の結果から、許可
求め表現は、2008 年の調査から見え始め、現在の 40 ～ 50 代以下の年齢層の間で
用いられ始めたとされる。2 つ目に、北海道（札幌市・釧路市・富良野市）での多
人数調査（2011 ～ 2012 年）から、「家族」のような非常に近しい身内には使用さ
れず、「知らない人」に対して使用される傾向があると述べ、最後に、岡山市での
多人数調査（2013 年）から、親しい友人に対して「手伝う」という行為を要求す
る場面では、世代差の分析を通して、「手伝ってくれる？」は「手伝ってもらって（も）
いい？」への置き換えが進んでいると結論づけている。
また、依頼場面における許可求め表現を使用する時の意識に関して野呂（2015）は、
若年層（短期大学生）を対象に、「（して）もらって（も）いいですか。」をどのよ
うな意識で使用しているのかを調査するため、アルバイト先の店長に対して機械の
点検をしてほしいと頼む場面を設定したアンケート調査を行ったところ、「相手に
対する敬意の度合いはそれほど高くない表現だと感じている」ということを明らか
にしている。
許可求め表現の用法を分類するための研究としては、政井（2016）が挙げられるが、
ここでは、現代書き言葉均衡コーパスの調査と Google 検索文の調査から、「てもらっ
てもいいか」という文に対する返答のタイプによって、その用法を「どうぞ」文、「い
いですよ」文、「わかりました」文、さらにそれら 3 つに該当しない「該当しない」
文の 4 つに分類している。「どうぞ」文は、話者が自分の行動に対して、聞き手に
伺いを立てる「許可を求めた」文であり、「いいですよ」文は、行動の内容を聞き
手がコントロールできる場合が多く、「依頼」文として機能しており、「わかりまし
た」文は、上の立場の人から下の立場の人への「命令」的な発話において多く、「該
当しない」文は、返答を必要としない場合、普段は言いにくい事柄を伝える場合に
おいて使用されると述べている。
以上、依頼場面における許可求め表現に焦点をあてた先行研究に関して見てきた。
依頼場面における許可求め表現は、現在の 40 ～ 50 代の年代層から使用され始め、
現在では、若年層にまで使用が広がっているが、文化庁（2008）の調査によると、
その使用の許容度は中・高年層よりも高いということがわかった。よって、依頼場
面における許可求め表現の使用には、世代差が生じると考えられる。本稿では、依
頼場面における許可求め表現がどのような場面において使用されやすいのかを、さ
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らに詳細に調査すべく、負担度の異なる 2 つの場面を設定し、複数の依頼表現と比
較しながら、その使用傾向を明らかにする。
3　調査概要及び調査結果
以下では、筆者が 2015 年に行った依頼表現に関するアンケート調査のデータを
分析する。以下に、アンケートの概要を示す。まず、回答者は以下の通りである。
10-20 代：関西大学の学生 100 名、1986 ～ 2002 年生まれ（10 代 52 人、20 代 48 人、
男性 45 名、女性 55 名）／出身地：大阪府 47 名、京都府 8 名、滋賀県 5 名、
奈良県 5 名、兵庫県 27 名、石川県 1 名、富山県 1 名、愛知県 2 名、
　　愛媛県 1 名、広島県 2 名、徳島県 1 名
50 代以上：関西在住者 80 名、1937 ～ 1965 年生まれ （70 代 12 人、60 代 14 人、
50 代 54 人、男性 30 名、女性 50 名）／出身地：大阪府 41 名、京都府 4 名、
滋賀県 1 名、奈良県 2 名、兵庫県 20 名、和歌山県 4 名、岡山県 1 名、
　　徳島県 2 名、広島県 3 名、山口県 1 名、三重県 1 名。
調査項目は、場面 1「ペンを借りる」（負担度・小）、場面 2「日程変更」（負担度・大）
の 2 つの依頼を、親しい同年代、親しい目上、初対面の同年代、初対面の目上のそ
れぞれに対して使用する依頼表現を、18 の選択肢から使用するものを全て選択す
るというものである。なお、選択肢にあげた表現は、2013 年に行った記述式アンケー
ト調査に現れた表現から選定した辻岡（2018）。
以下、表 3 に場面 1 のペンを借りる場面の調査結果、表 4 に場面 2 の日程変更の
場面の調査結果を示す。
以下では、モラウ系許可求め類について若年層と高年層の傾向を相手ごとに述べ
ていく。ここでは、特に特徴的な結果が得られたと思われる、親しい同年代の場合
と初対面の目上の場合、初対面の同年代の場合の結果を見ていく。
以下、表 5 は、親しい同年代のデータから一部を抜粋したものである。これによ
ると、両世代とも、「してもらって（も）いい？」というモラウ系許可求め類を場
面 1 より場面 2 において高い割合で選択している。場面 1 で、高年層が「してくれ
る？」を選択しているのに対し、若年層では、「してもらって（も）いい？」が選
択されている点は、尾崎（2015）の調査結果と同様の結果となった。また、場面 2
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らに詳細に調査すべく、負担度の異なる 2 つの場面を設定し、複数の依頼表現と比
較しながら、その使用傾向を明らかにする。
3　調査概要及び調査結果
以下では、筆者が 2015 年に行った依頼表現に関するアンケート調査のデータを
分析する。以下に、アンケートの概要を示す。まず、回答者は以下の通りである。
10-20 代：関西大学の学生 100 名、1986 ～ 2002 年生まれ（10 代 52 人、20 代 48 人、
男性 45 名、女性 55 名）／出身地：大阪府 47 名、京都府 8 名、滋賀県 5 名、
奈良県 5 名、兵庫県 27 名、石川県 1 名、富山県 1 名、愛知県 2 名、
　　愛媛県 1 名、広島県 2 名、徳島県 1 名
50 代以上：関西在住者 80 名、1937 ～ 1965 年生まれ （70 代 12 人、60 代 14 人、
50 代 54 人、男性 30 名、女性 50 名）／出身地：大阪府 41 名、京都府 4 名、
滋賀県 1 名、奈良県 2 名、兵庫県 20 名、和歌山県 4 名、岡山県 1 名、
　　徳島県 2 名、広島県 3 名、山口県 1 名、三重県 1 名。
調査項目は、場面 1「ペンを借りる」（負担度・小）、場面 2「日程変更」（負担度・大）
の 2 つの依頼を、親しい同年代、親しい目上、初対面の同年代、初対面の目上のそ
れぞれに対して使用する依頼表現を、18 の選択肢から使用するものを全て選択す
るというものである。なお、選択肢にあげた表現は、2013 年に行った記述式アンケー
ト調査に現れた表現から選定した辻岡（2018）。
以下、表 3 に場面 1 のペンを借りる場面の調査結果、表 4 に場面 2 の日程変更の
場面の調査結果を示す。
以下では、モラウ系許可求め類について若年層と高年層の傾向を相手ごとに述べ
ていく。ここでは、特に特徴的な結果が得られたと思われる、親しい同年代の場合
と初対面の目上の場合、初対面の同年代の場合の結果を見ていく。
以下、表 5 は、親しい同年代のデータから一部を抜粋したものである。これによ
ると、両世代とも、「してもらって（も）いい？」というモラウ系許可求め類を場
面 1 より場面 2 において高い割合で選択している。場面 1 で、高年層が「してくれ
る？」を選択しているのに対し、若年層では、「してもらって（も）いい？」が選
択されている点は、尾崎（2015）の調査結果と同様の結果となった。また、場面 2
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表 3　場面 1（ペンを借りる）の依頼表現
表 4　場面 2（日程変更）の依頼表現
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の高年層では、「してくれる？」や「してもらえる？」が選択されているが、若年
層では、「してもらって（も）いい？」に回答が集約されている。このことから、
若年層では、親しい同年代が相手でも、相手にとって負担の大きい依頼をする際は、
相手を配慮する表現として、モラウ系許可求め類を使用する傾向にあると言える。
表 5　親しい同年代に対する依頼表現
以下、表 6 は初対面の目上の場合である。両世代とも、場面 2 において「変えて
いただいてもいいですか」というモラウ系許可求め類を多数選択している。この場
面で高年層の「していただいて（も）いいですか」に対する回答率が「していただ
けませんか」の回答率を上回る理由としては、若年層と同様に負担の大きい場面に
おいて、モラウ系許可求め類の表現を相手に配慮する表現として捉えているからだ
と考えられる。
表 6　初対面の目上に対する依頼表現
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次に、初対面の同年代の場合を見ていく。若年層は、場面に関わらずモラウ系許
可求め類を多数選択しているが、高年層ではモラウ系許可求め類よりもモラウ系肯
定疑問類やモラウ系否定疑問類を多く選択しているため、世代差が見られる。ここ
から、若年層は高年層よりも、初対面の同年代に対して積極的にモラウ系許可求め
類の使用を取り入れているということが言える。
表 7　初対面の同年代に対する依頼表現
最後に、モラウ系許可求め類の回答率の世代差をわかりやすくするために、該当
部分を抜粋したデータを以下、表 8 にまとめた。若年層と高年層を比較すると、い
ずれの場面においても若年層の方がモラウ系許可求め類の表現を多く回答している
ことがわかる。また、同世代に対する「してもらって（も）いい？」の使用が、若
年層において顕著に広がっていると言える。
若年層特有に見られる結果としては、初対面の同年代と親しい目上への使用が高
年層よりも多いという点である。一方で、高年層の場合は、負担の大きい依頼場面
において親しい同年代と初対面の目上に対して多用する傾向にあるということが分
かる。
ここから、若年層では、モラウ系許可求め類を使用できる相手の範囲が、高年層
のそれよりも広いということが言える。
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表 8　モラウ系許可求め類の回答率の世代差
4　まとめと考察
若年層は、全体的に高年層よりモラウ系許可求め類を多数回答していたが、若年
層特有に見られた結果として、親しい目上や初対面の同年代に対しての使用が多数
見られた。一方で、高年層の場合は、若年層と同様に、負担の大きい場面において
親しい同年代や初対面の目上に対しての使用が多数見られた。ここから相手に配慮
する表現として使用するという認識が、両世代で共通しているということが言える。
また、高年層も若年層の使用範囲よりも狭い範囲でモラウ系許可求め類の表現を使
用するということから、高年層が若年層の使用に対して違和感を持つ理由として、
この表現を使用する相手の範囲の差も原因の 1 つとなっているように思われる。
若年層の場合、相手に対して配慮を必要とする場面では、敬語形の表現や肯定疑
問類か否定疑問類の形式の選択に加えて、許可求めの構文の使用も相手に配慮する
表現として使用する傾向があることが明らかになったが、その中でも「（して）もらっ
て（も）いいですか」は、親しい目上や初対面の同世代という待遇表現の選択基準
が揺れやすい相手に対して用いていた。この表現を使用する意識としては、相手に
対する待遇は上げすぎずに相手を配慮する表現として使用しているのではないかと
考える。
また、「（して）もらって（も）いいですか」に関して、野呂（2015）では、若年
層は「相手に対する敬意の度合いはそれほど高くない表現だと感じている」と述べ
ているが、本調査の結果のように、若年層は「（して）もらって（も）いいですか」
という表現を、親しい目上や初対面の同世代に対して使用するという意識があり、
かつ相手に対する待遇は上げすぎずに配慮するということから、敬意の度合いはそ
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れほど高くないということになったのだろう。
今回は、政井（2016）で述べられている、許可求めの表現に対して「いいですよ」
文を使用する依頼場面を調査したが、その他にも命令的発話に多い「わかりました」
文や返答を必要としない場合、普段は言いにくい事柄を伝える場合において使用さ
れる「該当しない」文に関しても場面を設定し、書き言葉ではなく、対人的な場面
において使用されるのかどうかを調査していく必要があると考えるため、今後の課
題としたい。
　注
1）アンケートの総数は 1975 名。その内、北海道 95 名、東北 139 名、関東 589 名、
北陸 106 名、中部 311 名、近畿 309 名、中国 124 名、四国 65 名、九州 237 名。
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